
平成２５年度第６回教育研究評議会議事要録 
 
 
日 時：平成２５年１０月２４日（木）１５：００～１６：４０ 

場 所：事務局第一会議室 

出席者：上井学長、加藤理事、山口理事、池原理事、堀理事、西田副学長、八木副学長、伊

藤教養学部長、齊藤教育学部長、薄井経済学部長、佐藤理工学研究科長・工学部長、

坂井理学部長、山本評議員（教養学部）、坂西評議員（教育学部）兼図書館長、柳

澤評議員（経済学部）、重原評議員（理工学研究科）、堀尾教育機構副機構長、松本

研究機構副機構長 

欠席者：睦好副学長 

同 席：尾﨑監事、檜枝監事 

 

議事に先立ち、平成２５年度第５回教育研究評議会議事要録の確認が行われ、了承された。 

 
１ 報告事項 
（１）山口理事報告事項 
  ① 大学間・部局間交流協定の締結について 
     本学と各大学との大学間・部局間交流協定を新規締結・更新した旨、配付資料に

基づき、報告があった。 
 
（２）教育学部報告事項 
    配付資料のとおり報告があった。 
 
（３）経済学部報告事項 
    配付資料のとおり報告があった。 
 
（４）理学部報告事項 
    配付資料のとおり報告があった。 
 
２ 審議事項 
（１）国立大学法人埼玉大学単位修得の認定に関する規則の一部改正について 
    加藤理事から、教育の質的転換による授業単位の実質化を図るため、１単位あたり

の学修時間を明確化し、また、厳格な成績評価を実施するため、成績評価内容を明確

化し、その評価内容に対応するグレードポイント（GP）として従来の素点方式ではな

く、評価方式に改める目的で、当該規則の一部を改正したい旨の説明があり、審議の

結果、各部局に持ち帰り検討願い、次回の教育研究評議会に諮ることとなった。 
 
（２）国立大学法人埼玉大学ティーチング・アシスタント実施要項の一部改正について 
    加藤理事から、教育の質的転換の実施に際し TA 制度の見直しを図る目的で、当該

要項の一部を改正したい旨の説明があり、審議の結果、各部局に持ち帰り検討願い、

次回の教育研究評議会に諮ることとなった。 



３ その他 
（１）次回日程（１１月２８日（木）１５：００～） 


